
ノ

、
え
,
会
大

゛

コ
一

「
『
然
し
是
か
ら
は
田
本

も
段
々
鞍
展
す
る
で
せ
っ
』

と
辯
護
し
た
。
す
る
と
、
か

の
男
は
す
ま
し
た
も
の
で
、

署
ぴ
る
ね
』
と
云
つ
た
」

食
目
激
石
Ξ
西
郎
」
)

歴
史
的
仮
名
遣
い
、
旧
字

企
字
)
で
出
版
さ
れ
た
激

石
の
一
節
を
ご
般
的
な
文

字
入
カ
ソ
フ
ト
で
現
代
仮
名

遣
い
、
常
用
漢
字
に
書
き
改

め
る
と
こ
う
な
る
。

「
『
し
か
し
こ
れ
か
ら
は

日
本
も
だ
ん
だ
ん
発
展
す
る

で
し
ょ
一
こ
と
弁
護
し
た
。

す
る
と
、
か
の
男
は
す
ま
し

た
も
の
で
『
滅
び
る
ね
』

と
言
っ
た
」

戦
後
の
面
語
改
差
で

政
府
が
、
話
し
言
葉
の
音
韻

を
重
視
し
た
現
代
か
な
、
つ

か
い
一
を
定
め
て
釦
年
余
り
。

伝
統
的
な
語
義
に
従
い
、
例

え
ば
「
居
(
ゐ
)
る
」
と
「
入

(
い
)
る
」
を
書
き
分
け
る

歴
史
的
仮
名
遣
い
の
文
化
は

日
常
生
活
に
お
い
て
全
く

ノ学

「
亡
び
た
」
か
に
み
ぇ
る
。

ソ
フ
ト
で
復
活

し
か
し
、
川
崎
市
の
市
川

浩
(
い
ち
か
わ
・
ひ
ろ
し
、

袷
)
が
開
発
し
た
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
版
歪
字
・
歴
史
的
仮

名
遣
い
変
換
ソ
フ
ト
」
で
入

力
す
る
と
、
湫
石
の
原
文
が

ス
ト
レ
ス
な
く
パ
ソ
コ
ン
画

面
に
よ
み
が
え
る
。

市
川
は
旧
仮
名
遣
い
を

知
ら
な
い
戦
後
世
代
の
た

め
現
代
仮
名
遣
い
で
入
力

し
て
も
正
し
く
変
換
す
る

畢
習
版
」
も
実
用
化
。
鼠

新
基
本
ソ
フ
ト
6
S
)
「
ウ

イ
ン
ド
ゥ
ズ

7
」
に
も
対

応
し
、
「
購

入
層
は
即
歳

代
後
半
か
ら

卯
歳
代
が
中

心
」
と
い
う
。

大
学
で
金
属
工
学
を
学

び
匡
友
金
属
工
業
に
入
社
。

油
田
の
掘
削
な
ど
に
用
い
る

^
た
前

変
し
宮

の
発
市

L
属
崎

遣
自
川

名
独
(

仮
を
ん

的
卜
さ

史
フ
川
)

歴
ソ
市
区

゛

③

巻

"

軍

,
、
、

*
J
厶
生
圦
L
ご

1
毒
{
一
洩
ン
一
叱
、
.
ー

、
一

"
{
1
T
芒
、
.
、
;
エ

恕
契
ガ
~
t
?
し
乢
、
、

鵡

↓
チ
゛
"
け
ε
1
t
v
.

確
や
契

楽
L
み
↓
樂

、
ー
る
↓
ゐ
る

い
ー
る
↓
ゐ
る

よ
ー
う
ブ
ご
↓
エ
ミ
叉
う
ブ

と
打
替
ヘ
て
完
成
す
る

、
、

、
漣

、
、

'

ミ
、
.
、
、
之

゛
、
、

之
、

.

を
告
示
し
た
の
は
1
9
4
6

年
Ⅱ
貝
日
本
国
憲
法
公
布

の
帰
日
後
だ
っ
た
。
当
時

中
学
生
だ
っ
た
市
川
は
宿
題

で
谷
崎
潤
一
郎
の
「
細
雪
一

を
現
代
か
な
づ
か
い
で
書
い

た
。
「
そ
の
時
の
喪
失
感
は

忘
れ
ら
れ
な
い
」

入
社
後
業
務
書
類
な
ど

は
現
代
仮
名
遣
い
で
作
成
し

た
が
、
私
的
な
文
書
は
歴
史

的
仮
名
遣
い
を
守
っ
た
。
転

機
と
な
っ
た
の
は
1
9
8
7

年
。
印
刷
ソ
フ
ト
開
発
な
ど

左
手
掛
け
る
子
会
社
社
長
に

転
じ
た
と
き
だ
。

規
則
性
優
れ
る

毛
こ
で
初
め
て
パ
ソ
コ

ン
に
触
っ
た
」
と
い
う
市
川

は
歴
史
的
仮
名
遣
い
変
換

ソ
フ
ト
の
開
発
を
思
い
立
っ

た
。
上
代
か
ら
の
国
語
の
歴

史
を
技
術
者
の
視
占
{
で
掘
り

下
げ
る
う
ち

に
気
づ
い
た

こ
と
が
あ

る
。
屋
史

的
仮
名
遣
い

は
、
活
用
で

語
幹
に
変
化
が
生
じ
な
い
な

ど
規
則
性
に
優
れ
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
ー
理
論
と
整
合
的
」
で

あ
る
こ
と
だ
。

「r

鼎
器
伝
統
「
長
喜
ぬ
」

之

、
ま

i

例
え
ば
「
あ
り
が
と
2

は
語
源
の
看
り
難
し
」

の
連
用
形
宥
り
難
く
」
が

ウ
音
便
化
し
た
も
の
。
歴
史

的
仮
名
遣
い
で
は
「
あ
り
が

た
一
つ
」
と
墨
す
る
た
め

<
あ
り
が
た
>
絵
罫
は
揺

る
が
な
い
。
語
義
に
忠
実
で

あ
る
た
め
テ
ロ
グ
ラ
ム

処
理
が
円
滑
」
と
い
う
一

こ
の
利
点
が
ソ
フ
ト
開
発

を
後
押
し
し
た
。
1
9
9
3

年
に
初
期
モ
デ
ル
を
開
発

以
後
4
次
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
重
ね
上
級
者
向

け
の
「
{
孟
叉
じ
お
ん
)
仮

名
遣
い
」
変
換
ソ
フ
ト
も
3

年
前
に
実
用
化
し
た
。

例
え
ぱ
Ξ
う
い
」
の
語

を
漢
字
変
換
す
る
と
通
微

「
行
為
」
な
ど
複
数
の
語
が

出
る
。
{
孟
長
名
遣
い
版
で

は
、
「
こ
う
い
↓
厚
意
一
「
か

う
い
↓
好
意
」
「
か
う
ゐ
↓

行
為
」
「
く
わ
う
ゐ
↓
皇
位
」

と
入
々
変
換
す
る
仕
組
み

だ
。
「
学
習
版
」
の
ユ
ー
ザ

ー
を
さ
ら
に
奥
深
い
国
語
の

世
界
に
い
ざ
な
っ
意
図
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
の
文
化
審
議

会
は
こ
の
ほ
ど
新
常
用
漢
字

の
最
終
案
を
公
毒
「
畿
」

な
ど
新
た
に
1
9
6
字
を
加

"

シ
ー
ム
レ
ス
パ
イ
プ
の
技
術
人
」
だ
な
ぜ
国
語
文
化
を

開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
市
継
承
す
る
た
め
玲
万
も
の

0

「
パ
ソ
コ
ン
の
立
ち
上
語
量
(
こ
い
)
を
収
め
た
ソ

げ
方
も
知
ら
な
か
っ
た
素
フ
ト
を
独
力
で
開
発
特
許

え
た
。
パ
、
ソ
コ
ン
で
の
変
換

を
想
定
し
、
複
雑
な
漢
字
を

復
活
さ
せ
た
。

情
報
端
末
を
利
用
し
た
電

孟
霧
な
ど
文
字
文
化
に
関

す
る
技
術
革
新
は
我
々
の

言
語
観
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

ソ
フ
ト
開
発
を
通
じ
て
、

蕨
原
室
丞
江
戸
時
代
の
国

学
者
契
冲
(
け
い
ち
ゅ
一
3
、

本
居
宣
号
の
業
績
に
接
し

た
市
川
は
「
先
人
た
ち
の
学

問
の
本
質
は
時
代
に
よ
っ

て
音
韻
が
変
化
し
て
も
、
書

き
亘
渠
の
表
記
は
不
易
だ
と

い
う
こ
と
」
と
語
る
。

歴
史
的
仮
負
坦
い
で
表
記

さ
れ
た
文
化
遺
産
を
電
子
情

報
化
し
、
若
い
世
代
も
そ
の

用
法
に
習
熟
す
る
。
佶
報
技

術
の
進
展
は
、
そ
ん
な
願
い

を
実
現
し
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
市
川
は
さ
ら
に
語

粂
を
拡
充
し
た
ソ
フ
ト
の
開

発
に
挑
む
。
'
称
略

'
'

ま
で
取
得
し
た
の
か
。

吉
田
茂
内
閣
が
現
代
か

な
づ
か
い
」
と
と
も
に
新
字

体
を
採
用
し
た
「
当
用
漢
字
」

霜
歌
山
章
彦

こ
感
想
や
自
ら
の
体
験
談

を
「
社
会
人
取
材
妻
ま
で
、

フ
フ
ク
ス
(
0
3
・
6
2
5

6
.
2
7
フ
1
)
、
手
紙
、

電
子
メ
ー
ル
(
m
亘
ぎ
@
一

0
乏
0
・
ヨ
吾
一
・
0
0
」
や
)
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

棄斤治罰 2010年(平成22年)4月18日(日曜日)

第74話

わが戦い

'゛

'、冉;」


